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活動の概要
• 活動地域
柿崎区水野・下牧・平沢集落

• 活動期間
令和2年7月1日～令和5年6月31日

• 活動内容（ミッション）

① 農業振興

中山間地域における農業技術習得、農地の維持管理。

② 特産品の開発、販路拡大

集落で作る、そば・もちの生産技術習得、と販路拡大支援。

③ 地域振興

地域行事への参加や高齢者世帯の除雪作業など。

地域に新たな移住者を呼び込む活動。



活動①稲作・そば栽培の技術の習得
• 2年目の田んぼ作業。昨年教わったことを思い出しながら、初めて行う作業にも挑戦。

• 今年から、そばの栽培にも携わりました。

年間通して、田んぼに携わるのは今年が初。稲の生長過程をまじかで見ることができました。
田植えから稲刈りまで、機械に乗る機会が多く、様々な技術を教えて頂きました。
また、そばも生産工程も学ぶことができた1年でした。
一方で、耕作放棄地の増加、農地の維持における課題にも直面し、今後は解決策の模索をしていきたい。

田植え 稲刈り 蕎麦狩り



活動②特産品の技術継承
• 蕎麦・餅・笹だんごの生産工程を、教わり、自身の技術にも磨きをかけました。

笹だんご 蕎麦 蕎麦

春から秋までは、笹だんごを作り、冬は蕎麦と餅を作ります。
地域の皆様から、作業一つ一つを丁寧に教わり、今後の担い手になれるように尽力しました。
蕎麦打ちは去年から練習していることもあり、1人でも打つことが出来るようになりました。
今後は販路拡大にも力を入れていこうと考えています。



活動③移住者の呼び込み活動

下牧町内会長と協力し
て、移住希望者向けの
集落ツアーを企画。

みんなで、竹を切って
運んで、流しそうめん
をするなど、集落での
暮らしぶりを楽しんで
もらいました。

「田舎暮らしの本」の取材を受け
るなど、再生古民家への移住者も
積極的に呼び込んでます。

カールベンクスハウス「いなば」
https://kb-house.com/

https://kb-house.com/


活動④その他

新潟県内の地域おこし協力隊とも交流し、情報や意
見を交換しています。月に一回は、オンラインで交流。
運営にも携わりながら、情報交換の場を作ってます。
→トークライブラリー
https://www.instagram.com/niigata_kyoryoku_talklibrary/

地域の夏祭りでは、チラシを作らせて
頂きました。コロナウィルス感染予防の
ため、例年より小さめの規模で開催致
しました。スカイランタンとミュージック
花火を皆様に楽しんで頂けました。

https://www.instagram.com/niigata_kyoryoku_talklibrary/


地域での生活ぶり ・自然と向き合いながらの生活。
・イベントや集落行事にも参加します！

晴れた日にサクッと米山登山

下牧集落秋祭り
おしゃべりに花が咲きます 冬の朝は、除雪から！

屋根のペンキ塗り
寒くなる前に、冬支度

地元小学生の田植え体験！ 夏は、草刈りが日課にです



地域資源と食文化

山には沢山の資源と御馳走があります。
地域の皆様にレシピを教わり、郷土料理の継承にも励みました！

春は筍掘り
沢を登って、
天然わさびを発見！

山菜 ミョウガ 自然薯の蕎麦 笹だんご



１年間を振り返って
• 1年目に引き続き農繁期は、田んぼ作業が中心。

•今年度は、機械に乗らせてもらえる機会も多く、就農に向けた、
技術も指導して頂きました。

•耕作放棄地の増加も目の当たりにする。しかし、農地維持や
担い手に関する課題解決の糸口は見つからず。

•活動集落の、蕎麦と餅の生産組合にも携わることができ、現
状の立ち位置は把握できました。

•退任後の仕事の一つに考えた蕎麦作りの技術を教えて頂き
ました。今後は、自身の技術を磨きつつ、販路についても考え
ていきます。

•移住者の呼び込み活動については、集落ツアーをきっかけに、
前向きに検討してくれている方々と出会うことができました。



令和４年度の活動内容
•就農に向けた、さらなる農業技術の習得。

•就農のために、必要な免許の取得。

•蕎麦、餅、笹だんご作りの技術に磨きをかけ、商品開
発と販路開拓に向けた取り組み。

•下牧カールベンクスハウスへの入居者を中心に、移住
者の呼び込み活動。

•退任後の就農研修に向けた準備。

•退任後、自身の活動に活用するためのウェブページの
作成。


